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ＪＡたいせつ
新役員体制発足

　当ＪＡの柿林代表理事組合長が連合会役員推薦会議の推薦を頂き、６月 20 日ホクレン農業協

同組合連合会総会が開催され、役員の選任が承認されました。その後の理事会で、当ＪＡの柿林

代表理事組合長がホクレンの代表理事副会長（常勤）に選任されました。

　このホクレン副会長選任にあたり、柿林代表理事組合長の代表理事職を外す必要が発生し、６

月 13 日に第３回臨時総代会を開催し、定款に代表権のない会長理事職を追加する事が承認決定

されました。

　その後、６月 15 日第４回理事会で柿林組合長が会長理事（非常勤）に、松原代表理事専務が

代表理事組合長に、山原理事が代表理事専務に選任されました。なお、新役員体制は下記の通り

です。

就
任
挨
拶

ホ
ク
レ
ン
代
表
理
事
副
会
長

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
会
長
理
事

柿
林

　
孝
志

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
農
作
物
の
管
理
作
業
に
お

忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
事
業
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
北
海
道
に
は
中
央
会
・
ホ
ク
レ
ン
・
信
連
・

共
済
連
・
厚
生
連
の
５
つ
の
連
合
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。

道
連
の
常
勤
役
員
は
全
道
の
各
組
合
長
が
担
っ
て
お
り
、

全
体
で
11
名
の
役
席
が
あ
り
、
今
年
が
そ
の
改
選
年
に

当
た
り
上
川
か
ら
そ
の
内
２
名
選
出
さ
れ
る
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
上
川
地
区
で
は
13
Ｊ
Ａ
の
組
合
長
で
構

成
さ
れ
る
上
川
管
内
農
協
組
合
長
会
議
と
、
上
川
・
留

萌
・
宗
谷
・
空
知
管
内
農
協
で
構
成
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
に
て
不
肖
私
が
推
薦
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
道
連
常
勤
役
員
に
就
任
す
る
に
は
Ｊ

Ａ
の
代
表
権
を
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
Ｊ
Ａ
に
お

い
て
は
代
表
権
の
な
い
会
長
職
を
新
た
に
定
款
に
盛
り

込
む
必
要
が
あ
る
た
め
、
６
月
13
日
第
３
回
臨
時
総
代

会
を
開
催
し
、
協
議
決
定
頂
き
、
そ
の
後
Ｊ
Ａ
理
事
会

で
会
長
理
事
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
６
月
20

日
に
第
124
回
ホ
ク
レ
ン
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
役
員
選

任
が
決
定
し
、
そ
の
後
の
ホ
ク
レ
ン
理
事
会
で
副
会
長

に
就
任
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
微
力
な
が
ら
北
海
道
農
業
の
発
展

に
努
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
、
倍
旧

の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
に
お
い
て
は
会
長
理
事
の
職
に
就
き
、

新
た
に
松
原
代
表
理
事
組
合
長
、
山
原
代
表
理
事
専
務

が
、
６
月
16
日
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
致
し
ま
し
た
。
新
た

な
執
行
体
制
に
な
り
ま
し
て
も
、
魅
力
あ
る
地
域
農
業

振
興
の
実
践
・
組
織
機
能
の
強
化
・
組
合
員
の
所
得
向

上
と
い
っ
た
Ｊ
Ａ
の
基
本
理
念
や
社
会
的
責
任
を
念
頭

に
、
組
合
員
・
利
用
者
・
地
域
住
民
や
地
域
社
会
か
ら

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。

今
後
と
も
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
す
る
組
合
員
各
位
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
豊

穣
の
秋
と
な
る
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ホ
ク
レ
ン
代

表
理
事
副
会
長
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
会
長
理
事
就
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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就
任
挨
拶

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ

　

代
表
理
事
組
合
長

松
原
　
剛
志

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
農
協
事
業
に
お
い

て
格
段
の
御
理
解
と
多
く
の
御
利
用
を
頂
い
て
お
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
柿
林
孝
志
組
合
長
の
ホ
ク
レ
ン
農

業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
副
会
長
就
任
に
あ
た
り
、

た
い
せ
つ
農
協
の
新
た
な
執
行
体
制
が
６
月
15
日
開
催

の
理
事
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
第
５
代
の
組
合
長
と
し

て
選
任
を
頂
き
ま
し
た
、
そ
の
責
務
の
重
さ
と
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
そ
の
職
を
引
き
受

け
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
柿

林
会
長
に
は
知
識
・
経
験
・
人
脈
等
ど
れ
を
と
っ
て
も

及
ぶ
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
共
に
選
任
さ
れ
た
山
原

代
表
理
事
専
務
は
じ
め
役
員
の
皆
様
・
職
員
の
皆
様
そ

し
て
何
よ
り
も
組
合
員
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
組
合
長
の
職
務
を
全
う
し
た
く
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
、
総
代
会
で
御
承
認
頂
い
た
第
５
次
の
地
域
農

業
振
興
計
画
の
実
践
１
年
目
で
あ
り
、
そ
の
進
捗
の
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
な
が
ら
た
い
せ
つ
地
域
が
実
需
か
ら
、

さ
ら
に
信
頼
さ
れ
る
米
産
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す

る
と
共
に
組
合
員
経
済
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
す
る
組
合
員
皆
様
の
更
な
る

御
理
解
・
御
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
御
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

就
任
挨
拶

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ

　

代
表
理
事
専
務

山
原

　
　
茂

こ
の
度
、
６
月
15
日
の
第
４
回
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、
代
表
理
事
専
務
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
山
原
で
す
。

私
は
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
理
事
と
し
て
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
何
分
経
験
も
浅
い
私
に
は
、
非
常

に
重
責
で
あ
り
、
戸
惑
い
と
緊
張
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

諸
先
輩
の
方
々
が
作
り
上
げ
て
き
た
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ

を
、
今
後
に
つ
い
て
も
健
全
経
営
、
組
合
員
主
体
の
運

営
と
い
う
基
本
を
も
と
に
、
信
頼
さ
れ
る
事
業
運
営
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
柿
林
会
長
、
松
原
組
合
長
の
ご
指
導

を
賜
り
な
が
ら
、
役
職
員
の
皆
様
と
一
緒
に
汗
を
か
き
、

組
合
員
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
、
努
力
を
重

ね
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

会
長
理
事 

柿
林

　
孝
志

代
表
理
事
組
合
長 

松
原

　
剛
志

代
表
理
事
専
務 

山
原

　
　
茂

筆
頭
理
事 

相
澤

　
峰
基

理
事 

小
野
寺
昭
一

理
事 

佐
竹

　
敏
明

理
事 

酒
井

　
雅
憲

理
事 

外
川

　
　
守

理
事 

山
口
　
喜
松

理
事 

布
施
　
善
貴

学
経
理
事 

三
浦
　
義
昭

学
経
理
事 

阿
戸
　
伸
一

代
表
監
事 

吉
本
　
　
憲

監
事 

霜
野

　
光
則

常
勤
監
事 

栗
本

　
幹
夫
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たいせつ　ＨＯＴ　ニュース

　本年も水田をキャンパスに見立てて、稲の葉色の違

いを利用して絵を描く「田んぼアート」が始まりまし

た。

　昨年の田んぼアートは『田んぼ動物園～親子の絆』

をテーマにキリン・ライオン・ゾウの親子を描き、全

国より多くの方々にご来場いただきご鑑賞いただきま

した。

　また、８月に開催されました「第８回田んぼアート

フェスティバル」は、あいにくの雨の中での開催とな

りましたが、スケジュール通り開催することができ盛

会のうちに終了しました。

　そして 12 年目を迎えた今年も、青年部を中心に企画・立案を行い、『夜行性の動物』をテーマに「エ

ゾフクロウ・ユキヒョウ・オオカミ・エゾシカ・レッサーパンダ」を描きました。

　昨年は緑・黄・黄緑・紫・赤・白・橙の７色の稲で描写

をしておりましたが、黄緑（赤穂波）が当地域の田んぼアー

トの見頃期には間に合わないことなどを踏まえ、一昨年と

同様に６色の構成となりました。

　６月９日（金）には各関係団体、ミス北海道米２名を含

めた総勢 230 名ほどで絵の中心部の田植えを行い、６月

10 日（土）には旭川市ＰＴＡ連合会親子約 90 名で文字部

分と廻りを植えて、田んぼアートが完成しました。

　皆さんのご協力により作り上げた田んぼアートは、７月

中旬から見頃を迎え、色鮮やかな作品となりますので、ご

家族等でぜひご鑑賞ください。

平成 27 年６月第２回臨時総代会の決議を頂き、ライスセンター増強工事を２ヶ年に渡り実施し本年

６月 13 日に当ＪＡライスセンターにおいて竣工式を執り行いました。

竣工式には、今回の増強工事でご支援を頂いた鷹栖町様、今津衆議院議員様をはじめ、設計監理者の

ホクレン農業協同組合連合会様、施工業

者の北斗工機株式会社様、そして、上川

ライスターミナル株式会社様に出席を頂

き、玉串を捧げ安全祈願を致しました。

柿林代表理事組合長からは、将来にわ

たって「米どころ」として生き残ってゆ

くためには生産基盤の強化はもちろん、

コスト低減に向けた取り組みや作業の省

力化の推進、更に一層の「安全・安心」

への対応が急務で、この度の増強工事で

今後それらに十分対応出来るものと期待

しておりますと挨拶を述べました。

ＪＡたいせつライスセンター

増強工事竣工式を執り行う

『夜行性の動物』を描く
テーマ

田んぼアート２０
１７
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たいせつ　ＨＯＴ　ニュース

６月 14 日（水）　自家生産物加工グループ加工実習

　自家生産物加工グループでは、６月 14 日（水）と６月 18

日（日）の日程で加工実習を行い、味付けいなりの皮、豆腐

を作りました。

　味付けいなりの皮は約1000～2000枚もの量を作りました。

　熱いうちに作業しなければならないのでとても大変です

が、冷凍保存も可能で忙しい時にすぐ利用でき、とても便利

で人気な品目です。

　また７月にはなんばんみそ、８月にはトマトジュースの加

工を５回に分けて行います。今から出来上がりが楽しみです。

　たいせつ農協東鷹栖年金友の会春季パークゴルフ大会

を、鷹栖町丸山パークゴルフ場にて 37 名の参加により開

催しました。

　当日は時期外れの寒さ及び強風で、難しいコンディショ

ンでの大会が始まりました。

　悪天候にも負けず、参加者の皆さんは日頃の練習の成果

を発揮し、３名の方がホールインワンを出すなど素晴らし

いショットが多く、一打を争う成績の大会となりました。

　参加された皆さんについては大変お疲れ様でした。８月

には鷹栖との合同の大会、秋には大会を予定していますので、ご参加をお待ちしています。また、会員

の方で興味のある方、初心者から上級者関係なく楽しい大会ですので、是非参加をお待ちしています。尚、

会員以外の方で興味のある方は、お気軽に農協本所金融課にお問い合わせ下さい。

　優勝・準優勝は次のとおりです。（スコアはハンデを含んでいます）

６月３日（土）　東鷹栖年金友の会春季パークゴルフ大会開催

＜男性の部＞

　優　勝　　山崎　　怜さん（スコア９５）

　準優勝　　原　　隆幸さん（スコア９９）

　３　位　　安部　文男さん（スコア１０２）

＜女性の部＞

　優　勝　　稲場　暘子さん（スコア１０５）

　準優勝　　古川　厚子さん（スコア１０６）

　３　位　　山崎美代子さん（スコア１１１）

鷹栖町農業振興公社にてきゅうりの共撰作業が開始されました。

今年は４月下旬～５月上旬にかけての低温・日照不足により初期の生育が遅れたものの、約５ｔのきゅ

うりが選果され、旭川市内並びに

札幌の卸売市場へ出荷、翌日の初

セリではＡＳ・ＡＭ規格では１箱

あたり 2,000 円を超える価格での

販売も見られました。

６月下旬頃には日量 15 ｔ前後

の選果が予想されますが、今後の

順調な天候推移と出荷量の増加

が期待されます。

６月９日（金）　きゅうり共撰・出荷開始される　
～ 10 月下旬頃まで共撰続く～
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たいせつ農協鷹栖年金友の会春季パークゴルフ大会を鷹栖

町丸山パークゴルフ場にて 48 名の参加により開催しました。

当日は曇り空でコースに朝露が残っていましたが、スポー

ツをするには最適な気温の中、大会が始まりました。土曜日

のためパークゴルフ場は大変混んでいましたが、７名の方が

ホールインワンを出すなど素晴らしいショットが多く、一打

を争う熱戦となりました。大会後半は快晴となり暑くなりま

したが、日頃の腕前を発揮され大変盛り上がった大会となり

ました。参加者の皆さんお疲れ様でした。会員の方で興味の

ある方、初心者から上級者関係なく楽しい大会です。８月に

も大会がありますので参加をお待ちしています。

優勝・準優勝は次のとおりです。（スコアはハンデを含んでいます）

６月 17 日（土）　鷹栖年金友の会パークゴルフ大会開催

　たいせつ農協東鷹栖年金友の会では、コート開き親睦

ゲートボール大会を 20 名の参加者で開催しました。

　雨が降りそうな天気の中、試合は４チームに分かれてプ

レーを開始しました。途中、雨により室内へと移動となり

ましたが、最後まで白熱した試合が行われました。参加者

のみなさん、大変ご苦労様でした。

　ゲートボール大会の参加者が年々減少していましたが、

今年は昨年よりも多い参加者となり、チーム数も増え、試

合を行う事ができました。

　秋にも大会を予定していますので、初心者の方も道具が

無い方も昔大活躍した方も大歓迎です。是非参加をお待ちしています。

　優勝チームは次のとおりです。

　三浦さんチーム（三浦定治さん・栗山長さん・中林賢一さん・吉田寿美子さん・伊澤セイ子さん）

６月 15 日（木）　東鷹栖年金友の会コート開き親睦ゲートボール大会

　フレッシュミズでは夏季交流会を開催致しました。

　始めにディノスボウル旭川にて６名の参加によりボ

ウリング大会を行い、和気あいあいと楽しんでいる様子

で白熱した戦いを見せてくれました。優勝者は堀田奈央

子さんとなり、豪華景品が送られました。

　その後、東鷹栖にある「米蔵」ではボウリング大会に

は参加できなかった３名も加わって懇親会を行い、普段

あまりお話する機会が少ない方とも積極的に懇親を深

めることができ、とても楽しい時間となりました。

　参加者の皆様、大変お疲れ様でした。次は田んぼアー

トフェスティバルに向けて頑張りましょう。

６月 16 日（金）　フレッシュミズ夏季交流会

男性の部

　優　勝　　遠藤　公幸さん（スコア８４）

　準優勝　　田中　秀世さん（スコア９２）

　３　位　　大石　　巌さん（スコア９３）

女性の部

　優　勝　　楠本多美子さん　（スコア９６）

　準優勝　　佐藤　愛子さん　（スコア９７）

　３　位　　坂本　悦子さん　（スコア１０１）
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Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
50
年
か

ら
継
続
し
て
道
内
各
自
治
体
へ
救
急
自
動
車
を
寄

贈
し
て
い
ま
す
。
道
庁
総
務
部
の
危
機
対
策
課
へ

寄
贈
先
の
選
定
審
議
を
依
頼
し
て
お
り
、
今
年
度

は
４
台
を
寄
贈
予
定
。
今
年
度
の
寄
贈
が
完
了
す

る
と
累
積
寄
贈
台
数
は
記
念
す
べ
き
２
０
０
台
を

超
え
、
２
０
２
台
を
数
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
行
政
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
交
通
事
故
防
止
と
被

害
者
救
済
へ
の
取
組
み
を
強
化
し

皆
様
の
為
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

北
海
道
厚
生
連
で
は
、

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
コ
ウ
セ
イ
く
ん
」
を
制

作
し
ま
し
た
。
医
療
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
白
に
北
海
道

の
緑
を
取
り
入
れ
た
、
の
ん
び
り
優
し
い
性
格
の

シ
ロ
ク
マ
く
ん
で
す
。
今
後
、
様
々
な
場
面
で
登

場
し
ま
す
の
で
、
癒
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
２

Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）
ア
プ

リ
で
北
海
道
厚
生
連
を
検
索
す
る
と
「
コ
ウ
セ
イ

く
ん
」
が
登
場
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
是
非
会
い

に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

ホ
ク
レ
ン

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
酪
農
生
産
基
盤

強
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
北

海
道
特
有
の
冬
場
の
子
牛
事
故

率
低
減
に
向
け
た
「
冬
期
子
牛
飼
養
環
境
向
上
支

援
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
29
年

度
か
ら
和
牛
繁
殖
農
家
の
皆
様
に
対
す
る
事
業
「
冬

期
子
牛
飼
養
環
境
向
上
支
援
事
業
（
和
牛
版
）」
を

始
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
出
生
直
後
の
子
牛

を
暖
め
る
機
械
装
置
や
分
娩
監
視
モ
ニ
タ
ー
等
の

導
入
助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
・
事
業
内

容
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

５
月
に
、
Ｊ
Ａ
窓
口
職
員
の
ス
キ

ル
を
向
上
し
、
Ｊ
Ａ
窓
口
を
ご
利
用

い
た
だ
く
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
く
事
を
目
的
に
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北

海
道
窓
口
セ
ー
ル
ス
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
地
区
の
予
選
等
を
突

破
し
た
16
名
が
「
年
金
指
定
替
部
門
」
、
「
純
新
規

推
進
部
門
」
の
２
部
門
で
接
客
や
提
案
力
を
競
い

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
、
コ
ン
ク
ー

ル
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の
お
客
様
の
満
足
度
向

上
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
大
枠
合
意
に
至
る
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
６
月
14
日

「
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
か
ら
北
海
道
農
業
を
守

り
抜
く
要
請
運
動
」
を
実
施
し
、
日
Ｅ
Ｕ
等
経
済

協
定
対
策
本
部
（
自
民
党
）
の
幹
部
役
員
、
道
内

選
出
与
野
党
国
会
議
員
及
び
農
林
水
産
省
に
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
乳
製
品
、
豚
肉
、
小
麦
粉
調
製

品
、
馬
鈴
し
ょ
、
で
ん
粉
等
が
大
き
な
焦
点
に
な

る
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
十
分
な
情
報
提
供
が
な

い
ま
ま
大
枠
合
意
に
向
う
こ
と
に
大
き
な
不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
政
府
・
与
野
党

に
対
し
て
衆
参
農
林
水
産
委
員
会
決
議
（
Ｈ
28
．

12
）
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
物
重
要
品
目
の
再
生

産
を
可
能
と
す
る
国
境
措
置
の
確
保
や
交
渉
内

容
・
進
捗
状
況
に
つ
い
て
丁
寧
な
情
報
提
供
を
求

め
る
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時

々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期

的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　これまでの生育については、移植期までほぼ平年並みで経過し、好天に恵まれたことから
作業も比較的順調に進行しました。しかし、６月上旬の低温や日照不足により生育は停滞し
ており、６月15日時点で４日遅れの生育となっております (上川農業改良センター作況 )。
　この時期は収穫量や米の品質を左右する最も大切な時期になります。もう一度基本技術を
見直し、気象条件に合わせた適切な管理で豊穣の秋を迎えましょう。

水稲編 基本技術の徹底と見直しを！！

１ 幼穂形成期の確認をしましょう。
≪基本技術その①≫ ほ場での確認！

幼穂形成期を確認しましたか。（主茎の平均幼穂長が２mm の状態のとき）
　幼穂形成期の確認から前歴期間・冷害危険期を判断します。平均的な生育の株の主茎（親
穂）を３～５本程度を抜き取り、カッターナイフ等で縦切りにして幼穂長を測り、幼穂長
が平均２㎜に達した日が幼穂形成期です。

≪基本技術その②≫ 適切な水管理！
前歴期間の水管理はしっかりと。（幼穂形成期から約 10 日間）
　水温上昇（21℃以上）により花粉数が増加し、稔実歩合が高まります。
　この期間の最大水深は10㎝を限度とし、日中は止水にしましょう。また、
茎数が少ない場合（600本／㎡以下）は、幼穂形成期から５日間は５㎝の水
深にして分げつを促進しましょう。

≪基本技術その③≫ 生育に合わせた水管理！
冷害危険期もしっかり深水管理を。（前歴期間 10 日以降の約７日間）
　冷害危険期に低温に遭遇すると正常な花粉が減少します。冷害危険期は止
葉と前葉の付け根にある「葉耳」の間隔（葉耳間長）を計測して判断します。
止葉と前葉の葉耳間長が－５㎝で冷害危険期の始まりとなります。
　水深は幼穂の伸長に合わせて徐々に深くし、最大18～ 20㎝を保ち、低
温から幼穂を守りましょう。天候不順が続くと止葉の抽出が鈍り冷害危険期
が長引きますので、葉耳間長を確認して適時深水期間の延長を図りましょう。

≪基本技術その④≫ 根の活性化！
冷害危険期が終了したら。
　全体の80％程度が止葉と前葉との葉耳間長＋５㎝（右写真参照）になっ
たら冷害危険期の終了です。長期間の深水により根の活性が低下しています
ので中干しを行い、同時に溝切りを行いましょう。

≪基本技術その⑤≫ 入水で登熟促進！
出穂がはじまったら。
　開花受精後の米粒は急速
に成長します。出穂が始
まったら直ちに入水し、米
粒の発育を促進させましょ
う。

２ ケイ酸資材の追肥を実施しましょう。
　ケイ酸資材の追肥を実施することにより、いもち病耐病性の向上・不稔発生の軽減・タンパク質含有率の低下
等が期待できます。幼穂形成期の１週間後にケイ酸質資材の施用を行いましょう。

主なケイ酸資材の銘柄 １０a当たり使用量
粒状ケイカル・スーパーミネカル・ゆめシリカ・まいシリカ等 ２０㎏

３ ほ場周辺はきれいにしましょう。
　ほ場周辺のイネ科雑草・小麦・地力えん麦等は、カメムシの発生源となります。出穂前までにはあぜ草刈・地
力えん麦の鋤き込みを終了させましょう。また、刈り取ったあぜ草は放置しておくと病害虫の発生源となります
ので、速やかに搬出しましょう。

たいせつ
なここがポイント

図１ 幼穂形成期の確認

図２ 前歴期間～冷害危険期の水管理

図３ 葉耳間長の確認

図４ 各期間の入水目安
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４ いもち病とカメムシ防除。
①�　いもち病は、最低気温が16℃を超えて降雨が続いたら要注意です。過去にいもち病が発生した水田や復元
田は特に注意が必要ですので、定期的にほ場を巡回して下葉の観察などを行い、早期発見に努めましょう。
②　いもち病とカメムシ防除は、出穂期とその７日後に必ず防除を実施しましょう。 たいせつ

なここがポイント
ほ場をよく観察し、生育状況の把握と病害虫の
発生予察により、適切な管理を行いましょう。畑作編

１ 小 麦
（1）アブラムシの発生状況を確認
　１穂当り７～11頭寄生すると減収し品質も低下します。出穂期から10～ 20日後に寄生密度が高まるので、
よくほ場を観察し、確認したら防除しましょう。
※農薬散布の際は、安全使用基準を守り使用してください。

（2）適期収穫で高品質小麦を
　ほ場ごとに熟度や水分を把握し収穫適期を見極めましょう。
　子実水分30％以下が収穫の目安です。子実水分が40％以下になると、一日当りの水分減少率は大きくなり、
高温・晴天時では５～６％も低下します。子実水分が40％程度になるころから子実水分を的確に把握し、適期
になったら速やかに収穫しましょう。

子実水分 爪による判定 歯による判定

黄熟中期 35％ 指先で押しつぶすことは出来ないが、
爪でちぎる事は容易である。 前歯で抵抗なく噛み切れる。

黄熟後期 30％ 爪でちぎる事は出来るが、若干抵抗を
感じる。

前歯でちぎることは出来るが、
若干抵抗を感じる。

２ 大 豆・小 豆

（1）豆類の追肥は生育状態を良く観察して。
　豆類チッソ吸収は開花期以降に増大してきます。
　地力の低いほ場や初期生育が不良の場合は追肥を実施しましょう。ただし、過度の追肥や地力の高いほ場など
では成熟期の遅れや倒伏などによる品質低下を招くため注意しましょう。

追肥時期 追肥量
小　豆 第３本葉展開期（７月上旬～中旬） 硫安　25kg／ 10ａ
大　豆 開花始め（７月中旬～下旬） 硫安　25kg／ 10ａ

（２）マメシンクイガの防除徹底を。
　連作ほ場ではマメシンクイガの越冬密度が高いと推察されます。防除時期が遅くなるほど防除効果が劣り被害
も大きくなりますので、適期を逃さない為に必ずほ場を確認して下さい。
◇防除時期
　・1回目防除～莢伸長始め (およそ半数の株に2～3㎝に達した莢が着いた時期、概ね開花始めから7日後 )
　・2回目防除～1回目防除から10日後

◆みんなで確認しあいましょう。
① 隣に別の生産者のほ場がある場合、収穫と散布予定をよく打ち合わせる。
② 周りに収穫直前の作物がある場合は、散布日を変更する。
③ 収穫期の近いほ場は、旗などの目印を立てて、周りの農家に知らせる。
④ 防除対象ほ場に隣接したハウスがある場合は、ハウスの側面を閉めてから防除を行う。

◆ドリフト防止の注意事項
① 朝夕の風のない、もしくは風の弱いときに風向きに注意して散布する。
② 防除対象の作物にだけかかるよう注意して散布する。
③ 飛散しにくい剤型の農薬を選んで使用する。
④ 散布機の圧力と散布水量を適切に調節する。
⑤ 適切なノズルを使用する。

◆農薬の使用上の注意事項
① ラベル表示を確認し、ラベルに記載された使用方法を遵守する。
② 前回使用した薬液が残らないよう防除器具を十分に洗浄する。
③ 農薬は整理整頓して保管し、残農薬、空容器を適正に処理する。

農薬散布の
基本技術

◇
使
用
薬
剤
体
系
例

防�除 系�統�名 薬�剤�名 希�釈�倍�率 使用量/10a(水量100ℓ当) 使�用�基�準

1回目 合ピレ系 ゲットアウトWDG 3,000倍 33g 収穫7日前
トレボン乳剤 1,000倍 100ml 収穫 14日前

ジアミド系 プレバソンフロアブル5 4,000倍 25ml 収穫 7日前

2回目 有機リン系 エルサン乳剤 1,000倍 100ml 収穫 7日前
トクチオン乳剤 1,000倍 100ml 収穫 30日前
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たいせつ
東鷹栖ＳＳ
住所：旭川市東鷹栖東1条3丁目
ＴＥＬ：0166-57-2308

組合員情報

この機会にぜひお試しを♪

ALLOK会員募集中！

たいせつたいせつ

即日利用可能！

の店頭給油が会員価格に!
ガソリン

軽油

※この他にもお得な特典が盛りだくさん

かんたん申込！

鷹栖ＳＳ
住所：上川郡鷹栖町北1条1丁目1番9号
ＴＥＬ：0166-87-2409

ホクレン東鷹栖給油所

※プリペイドカードも特別価格にて販売！

※詳しくは、スタッフまでお問い合わせください。

７月1日（土）～23日(日)迄

メカニックセンターからのお知らせ
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金融課からのお知らせ

「JAとのお取引はこれから」というお客さまもお気軽にお問い合わせ・ご相談ください。（ご利用に関しては、組合員加入のための出資が必要となります。）

・以下の１～２のいずれか１項目に該当されるお客さまはキャン
ペーン金利からさらに引下げを行います。

１．当ＪＡで自動車購入される方

※商談中でも一度ご相談ください。

２．当ＪＡでＪＡカードをご契約いただける方

ＪＡマイカーローンの商品概要
●お借入れ時の年齢が満18歳以上で最終償還時の年齢
が 満80歳未満の方

●前年度税込年収が200万円以上ある方（自営業者の方は
前年度税引前所得、農業者の方は150万円以上）

●当ＪＡが指定する保証機関の保証が受けられる方

●その他当ＪＡが定める条件を満たす方

●自動車購入資金（新車・中古車・自動二輪）

●自動車購入時の諸費用（税金・自動車共済（保険金）掛金
登録諸費用等）、車検・整備の費用、カー用品の購入費

用

●運転免許の取得費用

●簡易な車庫建設のための費用（100万円以内）

●10万円以上1,000万円以内（所要金額の範囲内）

●6か月以上10年以内

●元利均等返済（月払方式またはボーナス月増額返済併用方式）

●担保：不要です。
●保証：当JAが指定する保証機関の保証をご利用いただき

ますので、原則、保証人は不要です。
別途、保証料が必要となります（保証料率：年0.50～

JAたいせつ

1.200年 ％

※変動金利型もあります。

を必ずお読みください。

お使いみち

ご 利 用
いただける方

金利引下げ
ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ金利 年0.30％ 引下げ年1.50％

（平成29年7月1日現在）

※審査の結果、ローン利用のご希望に添えない場合もございますので、

ご了承ください。
※店頭にて返済額の試算を承っております。
※JAマイカーローンをご利用中に、繰上返済を行う場合や返済条件を変更す
る場合には、別途JA所定の手数料が必要となります。

※ローン商品の詳しい内容については、店頭に説明書をご用意しております。

※ご返済の滞りなどが発生した場合には、引下げ後金利の適用を中止し、
店頭標準金利に引上げさせていただきます。

表示金利は、平成29年7月1日～平成29年8月31日にお申込みいた
だき、平成29年9月30日までにお借入れされた場合の適用金利であ
り、お借入期間全期間にわたり適用されるものです 。
なお、金融情勢等の変化により、本チラシの表示金利を見直しさせ
ていただく場合があります。

お借入金額

お借入期間

ご返済方法

担保・保証人

より

さらに

金利引下げ条件

ご注意ください

●

●

表示金利の
適用期間

平成29年

7月1日

固定金利型

平成29年

8月31日

金利引下げ条件下記の

5年以内

本所：旭川市東鷹栖1条3丁目635番地の58

金融課 ＴＥＬ0166-57-2311
鷹栖支所：上川郡鷹栖町北1条1丁目1番4号

鷹栖支所管理金融課 ＴＥＬ0166-87-2121

夏の
キャンペーン
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2017/７
月
号
　
第
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理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
第
二
回
理

事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
定
款
の
一
部
変
更
に
係
る
字
句
修
正

に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
平
成
二
十
九
年
産
米
・
大
豆
等
出
荷

契
約
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
産
米
出
荷
契
約
・
大

豆
・
そ
ば
出
荷
契
約
等
に
つ
い
て
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
系
統
組

織
の
販
売
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
年

も
播
種
前
契
約
、
複
数
年
契
約
、
収
穫

前
契
約
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
早

期
契
約
・
全
量
販
売
・
価
格
向
上
に
向

け
た
販
売
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
量
出
荷
推
進
の
一
貫
と
し

て
全
職
員
に
よ
る
生
産
者
戸
別
訪
問
を

実
施
す
る
こ
と
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
二
十
九
年
度
固
定
資
産
・
リ
ー

ス
取
得
に
つ
い
て

　

本
年
度
取
得
計
画
の
あ
っ
た
固
定
資

産
コ
ン
テ
ナ
一
〇
〇
基
、
直
販
田
植
機

二
台
、
鷹
栖
給
油
所
地
下
タ
ン
ク
の
取

得
と
、
鷹
栖
給
油
所
可
搬
式
混
合
油
計

量
器
の
リ
ー
ス
取
得
に
つ
い
て
承
認
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
商
標
登
録
に
伴
う
無
形
減
価
償
却
資

産
の
取
得
に
つ
い
て

　

商
標
登
録
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
米
」
の

無
形
減
価
償
却
資
産
の
更
新
に
つ
い
て

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
に
お
け
る
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
第
三
回
理
事
会

で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

一
、
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
第
三
回
臨
時
総
代
会
招
集
通
知
、
議

決
権
行
使
書
面
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
第
三
回
臨
時
総
代
会
提
出
議
案
及
び

議
案
書
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
第
四
回
理
事

会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
定
款
第
三
十
三
条　

代
表
理
事
の
選

任
、
第
三
十
四
条　

会
長
、
組
合
長
、

専
務
理
事
の
互
選
に
つ
い
て

　

会
長
理
事
に
柿
林
孝
志
氏
、
代
表
理

事
組
合
長
に
松
原
剛
志
氏
、
代
表
理
事

専
務
に
山
原
茂
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
理
事
の
順
位
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
理
事
報
酬
額
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
第
五
回
理
事

会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
個
人
情
報
保
護
法
に
伴
う
関
連
規
程

類
の
整
備
及
び
平
成
二
十
九
年
度
コ
ン

プ
ラ
ア
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
人
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
・
実
践
方
策
」
に
基
づ
く
規
程

類
の
改
訂
等
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
内
部
管
理
態
勢
に
係
る
平
成
二
十
八

年
度
基
準
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

報
告
」
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
平
成
二
十
九
年
度
固
定
資
産
取
得
に

つ
い
て

　

固
定
資
産
取
得
で
七
・
九
号
倉
庫
の
屋

根
塗
装
に
つ
い
て
承
認
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

五
、
組
合
員
出
資
減
口
に
つ
い
て

　

離
農
に
よ
る
組
合
員
出
資
減
口
が
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

監
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
第
二
回
監

事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

　

要
改
善
Ｊ
Ａ
要
綱
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基

本
方
針
に
基
づ
く
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

報
告
に
つ
い
て
の
理
事
会
報
告
様
式
が

監
事
意
見
と
し
て
、
相
違
な
く
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
第
三
回
監

事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
体

制
整
備
基
本
方
針
に
つ
い
て

　

内
部
統
制
に
か
か
る
指
導
要
綱
・
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
体
制

整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ
み

６
月

６
月
１
日　

第
３
回
理
事
会

　
　
　
　
　

農
事
組
合
長
・
町
内
会
長

会
議

　
　
　
　
　

企
画
会
議

６
月
３
日　

東
鷹
栖
年
金
友
の
会
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
５
日　

米
全
量
集
荷
一
斉
推
進
～

８
日

　
　
　
　
　

刈
払
機
・
動
散
機
の
点
検

整
備
～
６
日

６
月
９
日　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
関
係
機
関

田
植
え

６
月
10
日　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
田
植
え

６
月
13
日　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
増
強
工

事
竣
工
式

　
　
　
　
　

第
３
回
臨
時
総
代
会

　
　
　
　
　

肥
料
取
り
ま
と
め
推
進
～

16
日

６
月
15
日　

第
４
回
・
第
5
回
理
事
会

　
　
　
　
　

第
３
回
監
事
会

　
　
　
　
　

東
鷹
栖
年
金
友
の
会
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
17
日  
鷹
栖
年
金
友
の
会
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会

６
月
19
日　

内
部
審
査
協
議
会
監
査（
金

融
部
）
～
21
日

６
月
22
日　

内
部
審
査
協
議
会
監
査（
鷹

栖
支
所
）
～
23
日

６
月
20
日  

共
済
一
斉
推
進
～
23
日

６
月
26
日  

役
職
員
連
盟
農
協
野
球
大

会
～
27
日

《if 共済会》
入会金10,000円で

生涯会員！
❶�祭壇料一式の10％の弔慰金が1度入会すれば
その都度何回も受けられます。

❷�あなたのご入会で2親等までの方が全員受けら
れます。

会 員 特 典
●香典返し� 20％割引
●引き物� 10％割引
●持帰り品� 10％割引
●お弁当� � 5％割引
●生花・灯篭・アレンジメント

常時20％割引
●仏花・花束・ローソク・線香

常時10％割引
取扱い葬儀社：㈱長田葬祭

【お申込み窓口】 本所営農支援課 ☎ 57-2357

第４回 法律相談日のご案内
　ＪＡでは農地転売や売買に関する法律問題・相続
に関する法律問題を主に日常における法律問題も含
めて、弁護士のアドバイスをいただくため相談日を
設けましたので、お気軽にご利用ください。

相談日時　平成 29 年８月４日（金）
　　　　　午後 3 時から午後 5 時　

相談場所　本所事務所　2 Ｆ小会議室

弁 護 士　田代 耕平 氏（札幌総合法律事務所）

お問い合わせ先
　　本所　営農部営農支援課　　　☎ 57-2357
　　支所　鷹栖支所営農施設課　　☎ 87-4111
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